
事例 中学校技術・家庭（家庭分野） 飛騨地区（Ｇ中学校）

１ 題材について

対 象 学 年 中学校 第２学年

学習指導要領 家庭分野Ｂ 家族と家庭生活の内容 （１ （２）ア、イ （５）ア、イ）

題 材 名 「子どもの成長 （全１１時間）」

題 材 目 標 ○幼児の成長に関心を持ち､幼児の発達について調べたり､幼児と関わろうと

することができる。 （生活や技術への関心･意欲･態度）

○幼児の喜ぶような遊びやおもちゃを工夫することができる。

（生活を工夫し創造する能力）

○幼児の喜ぶおもちゃを作ることができる。

（生活の技能）

○幼児の心身の発達の特徴を知り､子どもが育つ環境としての家族や周囲の

人々の役割について考えることができる。

（ ）生活や技術についての知識･理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○題材指導計画作成上の工夫

・幼児の成長や発達については、近隣の幼稚園との交流を図りながら、具体

的な幼児の姿を捉えたり、自分が成長した過程と重ね合わせながら、自分

のこととしてとらえることができるようにする。

・題材及び毎時間の課題は、学ぶ必然性のある課題を工夫する。

・課題を持って調べることで、主体的に活動し、課題解決学習が展開できる

ようにする｡

・家族や幼稚園教諭、保育士等、幼児と直接かかわっている人の配慮や行動

などの情報を多く取り入れ、発達や成長について納得のできる場面を多く

する。

○単位時間における工夫

・必然のある課題を解決していこうとすることにより､基礎的な内容を学習

しようと考えた｡

・一人一人が考えや発見をまとめ、発表することによって、個々の意識を高

め、幼児とかかわる必然を作り出した。

・一人一人の学習成果を取りまとめることによって、幼児の成長の特徴につ

いて、総合的にとらえることがことができるようにした。

参 考 資 料 資料１ 事前アンケート

資料２ 幼児の調査カード

資料３ 幼児の成長の様子

資料４ 安全確認

資料５ おもちゃの製作計画①

資料６ おもちゃの製作計画②



２ 題材の評価規準

ア 生活や技術への イ 生活を工夫し創造 ウ 生活の技能 エ 生活や技術につい

関心・意欲・態度 する能力 ての知識・理解

・自分の成長と家族 ・自分の成長と家族

や家庭生活との関 や家庭生活とのか

内 わりについて、関 かわりについて気

（ ）容 心をもって学習活 付いている｡ １

の 動に取り組んでい

（ ）ま る｡ １

と ・幼児に関心をもち､ ・幼児の遊びや幼児 ・幼児の遊びや幼児 ・幼児の遊びや幼児

ま 幼児の遊びや幼児 の発達と家族との の発達と家族との の発達と家族との

り の発達と家族との かかわりについて かかわりについて､ かかわりに関する

ご かかわりについて 課題を見付け､その 観察したり調査し 基礎的な知識を身

と 考えようとしてい 解決を目指して工 たりすりことがで に付けている｡

。 （ ） 。 （ ）の る ２ 夫している （２） きる｡ （２） ２

評 ・幼児の生活と幼児 ・幼児の生活と幼児 ・幼児の生活に役立 ・幼児についての理

価 との触れ合いにつ との触れ合いにつ つものの製作や幼 解を深めるととも

規 いて関心を持ち､主 いて課題を見付け､ 児との触れ合いが に､幼児の生活に役

準 体的に学習活動に その解決を目指し できる。 （５） 立つものの製作や

取り組み､幼児と適 て自分なりに工夫 幼児とのかかわり

切にかかわろうと し創造している。 方に関する基礎的

している｡ ５ ５ な知識を身につけ（ ） （ ）

ている。 （５）

・自分の成長や生活 ・幼児の心身の発達 ・幼児の遊びの観察･ ・自分の成長や生活

と家族や家庭生活 に応じた遊びや遊 調査や遊び道具の は家族やそれにか

とのかかわりにつ び道具､遊び方につ 製作ができる。 かわる人々に支え

いて考えようとし いて考え､工夫して ・観察･調査したこと られてきたことに

ている｡ いる。 をまとめたり､発表 気付いている｡

・幼児に関心をもち､ ・幼児の生活を見つ したりすることが ・幼児にとっての遊

幼児の観察や遊び め直し､幼児の生活 できる｡ びの意義について

道具の製作に取り に役立つものの製 ・幼児の生活に役立 理解している。

題 組んでいる。 作について課題を つ遊び道具を計画 ・幼児の心身の発達

材 ・幼児の遊びや遊び もち､自分なりの工 を立ててつくるこ の概要を理解して

の 道具､遊びと発達と 夫をしたり新たな とができる｡ いる。

評 のかかわりについ 方法を考えたりし ・幼稚園や保育所等 ･身体の発育

価 て考えようとして ている｡ で幼児と適切にか ･運動の機能

規 いる。 ・幼児の心身の発達 かわることができ ･言語､情緒､社会性

準 ・幼児の発達を支え の特性に応じて､幼 る。 ・幼児の発達を支え

る家族の役割につ 児との触れ合いや る家族の役割につ

。いて考えようとし かかわり方につい いて理解している



ている｡ て、自分なりに工 ・子どもの保護

・幼児の生活につい 夫したり考えたり ・情緒の安定

て関心をもち､課題 している。 ・社会化

を見付けようとし ・基本的な生活習慣

ている。 の形成の重要性に

・幼児の生活に役立 ついて理解してい

つものの製作に関 る。

心をもって取り組 ・幼児の生活に役立

み､学んだ知識と技 つ遊び道具の製作

術を活用しようと に関する基礎的な

している｡ 知識を身に付けて

・幼児との触れ合い いる｡

に関心をもって取 ・幼児の心身の発達

り組み､幼児と適切 に応じた話しかけ

にかかわろうとし や接し方､遊びの工

ている。 夫などについて理

解している｡

①子どもが誕生した ①幼児の遊び方につ ①観察･調査したこと ①遊びや周りの人と

ときの親の思いを いて､工夫したり新 をまとめたり､発表 のかかわりが､発達

単 知り､自分の成長と たな方法を考えた したりすることが にとって大きな意

位 家族のかかわりに りする。 できる｡ 味をもつことがわ

時 ついて､関心をもっ ②幼児のおもちゃ製 ②幼児に喜んで遊ん かる。

間 て学習活動に取り 作について､自分な でもらえるおもち

に 組んでいる｡ りに工夫したり新 ゃを作ることがで

お ②各自の幼児期を振 たな方法を考えた きる｡

け り返り､自分の成長 りしている。

る や生活は家族や身

具 近な人々に支えら

体 れてきたことに気

。の 付くことができる

評 ③幼児の遊び道具作

価 りに意欲的に取り

。規 組もうとしている

準 ④幼児の生活につい

て関心をもち､課題

を見つけようとし

ている。



３ 指導と評価の計画（全１１時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○子どもが誕生 中学生になるまで ＜アー①＞ ○発言 ○事前にアンケ

したときの親 ・中学生と幼児のかかわりに ○子どもが誕生 ・プリント ートを取り､

の思いを知る ついてのアンケート結果を したときの親 への記述 生徒の幼児に

ことを通し 知る。 の思いを知 対する意識を

て、自分の成 り、自分の成 まとめてお

長と家族の関 私たちは、どのように成 長と家族の関 く｡

わりを考える 長してきたのだろうか わりについ ○子どもが誕生

ことができ て、関心を持 したときの親

る｡ ・子どもが誕生したときの思 って学習活動 の思いを綴っ

いを知る。 に取り組んで た資料を用意

・感想を発表する いる｡ しておく｡

・人の一生の中で､幼児期が

どのような意味を持つか考

える。

２ ○各自の幼児期 ＜アー②＞ ○発言 ○自分の幼児期

を振り返るこ 成長の足跡をまとめてみよ ○各自の幼児期 ・プリント の写真、母子

とを通して、 う を振り返り、 への記述 手帳、家族の

自分の成長や 自分の成長や 話の聞き取り

生活は家族や ・生まれたときのこと 生活は家族や などから、自

身近な人々に ・名前の由来 身近な人々に 分の幼児期の

支えられてき ・心身の発達 支えられてき 成長をまとめ

たことに気づ ・怪我や病気 たことに気づ させる｡

くことができ ・好きな遊び、おもちゃ、テ くことができ

る。 レビ、絵本など る。

・まとめてみた感想を書く

３ ○保育実習に行 ＜アー④＞ ○活動状況 ○実習に入る組

き、充実した 保育実習へ行くための準備 ○幼児の生活に を決めてお

時間を過ごす をしよう。 ついて関心を く｡（対象を

ために、幼児 持ち､課題を 具体的に）

の生活につい ・幼児と遊びのかかわりを考 見つけようと ○幼児の運動機

て関心を持 える｡ している。 能や言語、情

ち、課題を見 ・自分の実習に行く組を決め 緒の発達な

つけようとし る。 ど、自分で調

ている。 ・これからの学習の見通しを べようとする

もつ。 課題を決めて

おく｡

【家庭実践 その１：｢幼児について調べよう｣】

○指導の場 ・第 時の終末3
○内 容 ・次に学習する内容について概要を説明する｡

・幼児について身近な人に聞いたり本などで調べる｡

（｢幼児調査カード｣…参考資料）

・調べたことをメモする｡

○活 用 ・学習プリント（｢幼児調査カード｣）を事前に提出させ､学級の実態を把握し

ておく｡



４ ○自分の調べた ＜ウー①＞ ○新聞の出

ことを整理し 幼児について調べてことを ○観察・調査し 来上がり

個人新聞を作 まとめよう。 たことをまと

ることを通し めたり、発表

て、対象児の ・幼児調査カードを基に､ 遊 したりするこ「

発達の特徴を び「言葉 「基本的生活習 とができる｡」

まとめること 慣 「人とのかかわり」の」

ができる｡ 項目をおこし、新聞をつく

る。

５ ○年齢ごとに発 ・発表会をしよう ＜エー①＞ ○プリント ○幼い順から発

表し比較する ○遊びや周りの への記述 表し、生活や

ことを通し 各年齢の特徴を知り、幼児 人とのかかわ 遊びの様子か

て、幼児にと にとっての遊びの意味を考 りが、発達に ら、どんどん

っての遊びの えよう。 とって大きな 成長している

意味を考え､ 意味を持つこ ことがわかる

発達にとって ・対象年齢ごとに発表する｡ とがわかる。 ように工夫す

大きな意味が ・成長の特徴について、発表 る｡

あることを知 をもとに考える。 ○なかなか気付

る。 くことができ

ない生徒に対

しては、遊び

の種類に着目

させるように

する｡

６ ○幼児の遊び道 ＜アー③＞ ○プリント ○おもちゃの与

具作りに意欲 おもちゃ作りの計画をたて ○幼児の遊び道 への記述 え方を考えさ

的に取り組も よう。 具作りに意欲 せる｡

うとしてい 的に取り組も ○対象年齢に合

る。 ・幼児の発達段階にあったも うとしてい ったおもちゃ

のかどうか。 る。 かどうか検討

・幼児に喜んでもらえるもの させる｡

かどうか。

・安全面の配慮があるか。

７ ○子どもたちに ＜ウー②＞ ○作品 ○色、形などを

・ 喜んでもらえ おもちゃを作ろう ○幼児に喜んで 工夫させる｡

８ るおもちゃを 遊んでもらえ ○対象となる幼

作る。 ・計画に基づいておもちゃを るおもちゃを 児を意識しな

作る 作ることがで がら製作を進

・グループまたは個人で製作 きる｡ めさせる｡

する。

９ ○自分で作った ＜イー②＞ ○プリント ○ロールプレイ

おもちゃで遊 作ったおもちゃで遊んでみ ○幼児のおもち への記述 ングを通し

んでみて、幼 よう。 ゃ製作につい ○相互評価 て、どんな接

児のおもちゃ て、自分なり し方で幼児と

製作につい ・幼児（与えられる側）と親 に工夫したり 交流するとい

て、自分なり （与える側）に分かれて､ 新たな方法を いか、考えさ

に工夫したり ロールプレイングを行う 考えたりして せる｡

新たな方法を ・それぞれの立場の気持ちを いる。



考えたりして 出し、幼児との接し方を考

いる。 える｡

○幼児との触れ ＜イー①＞ ○安全面に配慮10
・ 合いやかかわ 保育実習へ行こう。 ○幼児の遊び方 ○プリント する｡

り方を工夫 について、工 への記述 ○製作したおも11
し、幼児との ・各組（未満児組、年少組、 夫したり新た ちゃに対する

遊び方につい 年中組、年長組）毎に実習 な方法を考え 反応など、幼

て、工夫した に行く｡ たりする。 児の姿を観察

り新たな方法 ・園長先生に挨拶をする｡ させる｡

を考えたりす ・各組に別れ園児と交流す

る。 る｡

４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

年齢ごとに発表し、比較し、幼児にとっての遊びの意味を考えることを通して、遊びや周り

の人とのかかわりが発達にとって大きな意味があることを知る。

（２）本時の位置 ４／１１時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

つ ○幼児について調べてみた感想を発 ・幼児について調べたことに
か 表しよう｡ ついて、感想をいうことが
む できる｡
／ 各年齢の特徴を知り、幼児にとっ
ての遊びや周りの人との関わりに
ついて考えよう。

○各グループごとで発表しよう｡ ○自分の調べたことを発表す ・幼い順から発表し、
課 未満児クラス ることができる｡ 生活や遊びの様子か
題 年少組 ら、どんどん成長し
を 年中組 ていることがわかる
解 年長組 ように工夫する｡
決
す ○年齢が上がるにつれどんなことが
る いえるだろう。
・幼い頃は一人遊びが多い
・年齢が上がるにつれ､仲間と遊ぶよ ・なかなか気付くこと
うになる（集団 協調性） ができない生徒に対-
・年長は､ルールの遊びを始める しては、遊びの種類
（社会性） に着目させるように

・年齢が上がるに連れて先を使う遊 する｡
びを始める（運動機能の発達）

○幼児にとっての遊びの意味を考え
／ よう。

◎社会性、運動機能、言葉、 ・なかなか記述できな
深 ○幼児が成長していく中で、遊びや 情緒などの発達は、遊びや い生徒には、声を掛
め 周りの人とのかかわりの大切さに 周りの人との関わりによっ け、どんなことを思
る ついて考えよう。 て、育てられていくという ったのか聞くことに

ことがわかる。 より、評価していく｡



５ 評価の進め方の具体例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

＜エ－①＞

○遊びや周りの人とのかかわりが、発達にとって大きな意味を持つことがわかる。

（２）評価の実際

【評価の方法】

本時の評価は、遊びや周りの人とのかかわりの中で子どもが成長することがわかるかどうかで

ある。そのために次のような視点を持った。

①成長するにつれ、遊びが変わってきていることに気が付いているか

◎ １人遊びから集団の遊びへ

◎ 一緒にいるだけからルールのある遊びへ

②周りの人とのかかわりとともに成長していることについて気が付いているか

◎ 周りの人の真似をして言葉などを覚えていく

◎ 友達と遊ぶことにより人とのかかわり方を覚えていく

【判断した生徒の状況例】

プリントへの記述がなかなかできない生徒は、どんな思いを持っているか聞くことにより、視

点①②のことに気が付くいていればＢと判断した｡

成長とともに 人遊びから集団での遊びに変わっていくといった表面的な捉えから、その行動1
の裏側～幼児の内面～についても考えている生徒をＡと判断した｡

記述例１）

仲間と遊ぶことによって人とのかかわりが上手にできるようになっていくんだなと思った｡そ

して、仲間と遊ぶということは道徳心を養うということにつながっていくと思うので、幼児は

遊ぶことによって、考え方などを身に付けていくんだなと思った｡

記述例２）

小さい頃は､遊び道具を人に貸したりできないけど、年齢が大きくなるにつれて、みんなで遊

んだり人に遊び道具を貸したりできるようになっていて、心が変わってくるから、遊びも変わ

ってくるんだと思った｡

記述例３）

人間は人とのかかわりがないとやっぱり生きていくことが難しいと思った。遊びなどから自

分の思いやコミュニケーションが学べ、頭が使えるようになると思う｡

（２）個に応じた指導の実際

学習プリントへの記述のときには、なかなか記述できない生徒に対しては、机間指導の時に話

を聞くことによって確認していった。また、遊びと成長とのかかわりになかなか気付けない生徒

に対しては、年齢と遊びを一覧にした表を見せながら遊びの場面を思い起こさせた。そこで、発

達段階によって遊びがどのように変化しているのか気付かせていった｡



参考資料

＜資料１＞

技術・家庭科学習プリント ＜幼児について調べよう＞

３年 組 番 名前

事 前 ア ン ケ ー ト

ア 幼い頃の遊びで、どんな遊びが心に残っていますか。

イ 幼児の遊びについて調べたいと思います。どんな方法があると思いますか。

思いつく限り書いてみてください。

ウ 幼児にとって遊びはどんな役割を持っていると思いますか。

エ 幼児はどんどん発達して、いろいろなことが出来るようになっていきますが、どんな

発達の様子について興味がありますか （言葉や運動機能、情緒、生活習慣など）。

オ 幼児について知りたいことはありますか。



＜資料２＞

技術･家庭科学習プリント ＜幼児について調べよう＞

３年 組 番 名前

幼 児 調 査 カ ー ド

１、調 査 日 年 月 日 天気

２、年 齢 （ ）歳頃

３、調査方法（該当するものに〇印）

ア、幼児と直接話す（ 男 ・ 女 ）

イ、人に聞く（聞いた人 ）

ウ、本で調べる（題名 ）

エ、インターネット（アドレス ）

オ、その他（ ）

４、調べたこと（該当するものに〇印）

ア、遊ぶ様子（言葉、遊びの種類、できること、できないことなど）

イ、言葉の様子

ウ、周りの人とのかかわり

エ、その他（ ）

調査内容

５、調べた感想



＜資料３＞

技術・家庭科学習プリント ＜幼児を知ろう＞

年 組 番 名前

幼 児 の 成 長 の 様 子

１ １歳、２歳、３歳…と成長していきますが、気付いたことを書いてみましょう。

い２ 幼児の成長にかかわって、遊びや周りの人とのかかわりについて自分の考えを書

てみましょう。



＜参考資料４＞

技術･家庭科学習プリント

安全面に気をつけよう

幼児との触れ合いを十分に楽しむためにどんなことに心がけたらいいでしょうか。保育園児は

「中学生のお兄ちゃん・お姉ちゃんが来てくれる」と、とても楽しみにしています。

子どもたちに話しかけていくなど、積極的に触れ合い、楽しい時間を過ごして欲しいと思いま

す。しかし、けがなどの事故がおきてしまうと、せっかくの楽しい触れ合いの時間が台無しにな

ってしまいます。くれぐれもけがや事故のないように、充分配慮して欲しいと思います。

まず､確認しよう○

室内や園庭の危険個所の確認をする・

遊具の取り扱い○

ブランコ…たくさんこぎすぎない・

ブランコ、ボール遊びをしている回り…近くは走らない・

すべり台、アスレチックなど…気をつける・

常に周りに気を配ること○

幼児の目の位置と自分の手の位置は同じくらいになる・

…幼児が何をしているのか気をつける

…幼児と同じ目線で話す

足元に気をつける…自分の足元に幼児がいると思おう・

ふいにたたかれることがある・

相手は幼児…加減というものがわからない○

気長につきあおう



＜参考資料５＞

技術・家庭科学習プリント

おもちゃの製作計画

年 組 名前

作品名

対象児

対象児の発達の特徴

完成図



＜参考資料６＞

技術・家庭科学習プリント

おもちゃの製作

年 組 名前

製作上工夫した点

幼児に与えてみた反応

改善したほうがよい点

感想・反省

自己評価

幼児の発達に合っていて幼児が喜んで遊べるか Ａ Ｂ Ｃ

幼児が遊びを工夫し発展させることができるか Ａ Ｂ Ｃ

幼児自身や人を傷つけるなどの危険がないか Ａ Ｂ Ｃ

作り方がじょうぶか Ａ Ｂ Ｃ

幼児の反応はよかったか Ａ Ｂ Ｃ


